
令和５年度シラバス（ 工業 ）     学番５７ 新潟県立塩沢商工高等学校  

教科(科目) 工業（工業情報数理） 単位数 ２単位 学年(コース) 地域創造工学科 １学年 

使用教科書 実教出版『 工業情報数理 』 

副教材等 実教出版『 情報技術検定問題集 ２・３級Ｃ言語 新改訂版 』 

 

１ 学習目標         
工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の各分野における情報技術
の進展への対応や事象の数理処理に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
（1）工業の各分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論を理解するとともに、関連する技
術を身に付けるようにする。 
（2）情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業
技術の進展に対応し解決する力を養う。 
（3）工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。  

 

２ 指導の重点                  
① 社会における情報化の進展と情報の意義や役割・モラルの理解を目指す。 
② 情報技術に関する知識と技術の習得を目指す。 
③ 工業の各分野において情報及び情報手段を主体的に活用することや数値処理能力を育てる。 

 

 

３ 評価の観点の趣旨 

知識・技術 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・工業の各分野における情報技術の進

展と情報の意義や役割及び数理処理の

理論を理解するとともに、関連する技

術を身に付けている。 

・情報化の進展が産業社会に与える影

響に関する課題を発見し、工業に携わ

る者として科学的な根拠に基づき工業

技術の進展に対応し解決する力を身に

付けている。 

・工業の各分野において情報技術及び

情報手段や数理処理を活用する力の向

上を目指して自ら学び、工業の発展に

主体的かつ協働的に取り組む態度を身

に付けている。 

 

４ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技術  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度 

評
価
の
観
点 

 以上の観点を踏まえ、 

・小テスト、課題プリントの取組 

・定期考査の結果 

・授業の取組、発問に対する応答 

 

などから、評価します。 

 以上の観点を踏まえ、 

・小テスト、課題プリントの取組 

・定期考査の結果 

・授業の取組、発問に対する応答 

 

などから評価します。 

 以上の観点を踏まえ、 

・小テスト、課題プリントの取組 

・定期考査の結果 

・授業の取組、発問に対する応答 

 

などから評価します。 

評
価
方
法 

内容のまとまりごとに、各観点 

 「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」 

で評価します。 

 内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

 

 

 

 

 

 



５ 学習計画                              

 ４ 産業社会と情報

技術 

６ 使用教科書 

副教材 

・コンピュータの基本構成について理解さ

せる。 

・ハードウェアとソフトウェアの関係につ

いて理解させる。 

・コンピュータが身のまわりのさまざまな

ものに組み込まれ、さらにインターネット

などに接続され利用されていることについ

て理解させる。 

・知的財産権、プライバシーの保護、ネチ

ケットなど自分と他人の権利を守ることや

モラルの重要性を理解させる。 

・コンピュータウイルス対策や情報の不正

利用防止のための基本的な技術を理解させ

る。 

・コンピュータ利用時の健康管理について

理解させる。 

６ 授業の取組 

課題プリント 

５ コンピュータの

基本操作とソフ

トウェア 

６ 使用教科書 

副教材 

・コンピュータの正しい利用手続き、キ

ーボードやマウスの基本的な操作につい

て理解させる。 

・作成したデータ保存やデータ利用に必

要な補助記憶装置の取り扱いについて理

解させる。 

・ソフトウェアの分類とオペレーティン

グシステムの目的および基本操作につい

て理解させる。 

６ 業の取組 

課題プリント 

１学期中間考査 

６ 数理処理 ６ 使用教科書 

副教材 

・量の名称・量記号・単位(SI)について，

理解させる 

・データをグラフによって可視化し，デ

ータの特徴を見いだす方法を身につけさ

せる。 

・いろいろな事象が，モデル化によって

数式として扱えることを理解させる。 

６ 授業の取組 

課題プリント 

７ 

８ 

プログラミング

の基礎 

６ 使用教科書 

副教材 

・プログラム言語の種類について理解さ

せる。 

・問題解決の手段としてのアルゴリズム

やプログラムの作成の意味を理解させ

る。 

６ 授業の取組 

課題プリント 

１学期期末考査 

９ アルゴリズム ８ 使用教科書 

副教材 

・順次・選択・繰返しの三つの基本的な

流れ図と構造化プログラミングの意義に

ついて理解させる。 

・順次・選択・繰返しの三つを組み合わ

せた応用的な流れ図を理解させる。 

８ 授業の取組 

課題プリント 
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Cによるプログラ

ミング 

２０ 使用教科書 

副教材 

・簡単なプログラムによって Cの特徴を

理解させる。 

・簡単な計算プログラムによってデータ

型やデータの入出力方法などを理解させ

る。 

・簡単な計算プログラムによってデータ

型やデータの入出力方法などを理解させ

る。 

・if文とswitch文について理解させる。 

・for文とwhile文について理解させる。 

・配列の宣言や使用方法について理解さ

せる。 

・関数のつくり方、標準関数の使い方な

どについて理解させる。 

・答を近似的に求める数値計算プログラ

ムについて理解させる。 

・ファイルの種類や利用方法について理

解させる。    

20 授業の取組 

課題プリント 

２学期中間考査

２学期期末考査 

１ ハードウェア ６ 使用教科書 

副教材 

・２値で演算や制御を行う論理回路の基

本について理解させる。 

・コンピュータの構成、処理装置の動作

について理解させる。 

・入出力装置と補助記憶装置について理

解させる 

６ 授業の取組 

課題プリント 

２ コンピュータネ

ットワーク・制御 

８ 使用教科書 

副教材 

・コンピュータネットワークを利用した

データ通信の利点について理解させる。 

・身近なコンピュータネットワークにつ

いて理解させる。 

・コンピュータ制御の考え方について理

解させる 

８ 授業の取組 

課題プリント 

検定試験結果学

年末考査 

３ 情報技術の活用 ４ 使用教科書 

副教材 

・マルチメディアの概要と情報のディジ

タル化などについて理解させる。 

・適切な情報収集方法と情報の選択方法

を知り、実際に情報収集して活用できる

力を身につけさせる。 

４ 授業の取組 

課題プリント 

                                     計70時間（50分授業） 
 
６ 課題･提出物等 

･ 副教材の演習問題 
･  課題プリント 
･ 授業ノートなどの提出 
 

 

７ 担当者からの一言 
 提出物は丁寧に字を書き、図や表は定規を用いて作成し、かならず期日までに提出すること 
 
 
                                     （担当： 長澤 馨 ） 

 

 


